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Windows XPのマイグレーションは 
ビジネスを拡大する絶好の好機

　「Windows XPからのCAD移行術」
のセミナーではXPのサポート打ち切りに
より、セキュリティリスクが無限大に広が
る危険性があると指摘。それ以降はセ
キュリティ更新プログラムが提供されなく
なり、安全性を保てなくなるためだ。たと
えインターネットにつながなくても、USBメ
モリなどを通じてウイルスに感染するケー
スもある。「Windows XPを使い続けるこ
とは、ドアが壊れても誰も直してくれない
家に住むようなもの」と警鐘を鳴らす専
門家もいる。そのリスクを回避するために
は、最新版のWindowsへ移行する必要
があるのだ。

　現状、オートデスク製品ユーザのOS

環境は50%近くがいまだにWindows XP

にとどまっており、Windows XPのマイグ
レーションビジネスは大きな潜在需要があ
るといえる。同時にハードウェアの刷新や
オートデスク製品の最新版へのアップグ
レードを図れば、売上増につながる。
　その背景には、『AutoCAD ファミリー』
の２００９以前のバージョンは、Windows 

７にサポート対応していないことがある。
お客様のOS環境をWindows ７へ移行
する場合は、必然的にオートデスク製品
のアップグレードが必要になるのだ。しか
も、お客様にとっては機能強化を図る絶
好の好機となる。
　特に最新の『AutoCAD ２０１４』は、多
くの新機能を実装している。その一つが、

Windows ８を正式にサポートしているこ
と。Windows ８のタッチ操作やタブレット
端末などに対応する。もう一つのポイント
は、『Autodesk ３６０』とのシームレスな
連携だ。専用のリボンタブから図面ファイ
ルやカスタム設定の同期が行え、DWG/

DXFの閲覧・編集がWebブラウザやモ
バイルデバイス上で行える『AutoCAD 

３６０ Web/Mobile』や、クラウドのリソース
を使ってレンダリングが行える『Autodesk 

３６０ Rendering』へのダイレクトアクセス
も実現している。
　設計フィードによるコラボレーション機能
も強化された。例えば、オンラインで結ば
れている複数の人のコメントや、モバイル
デバイスのカメラで撮影した画像を図面
上にリアルタイムに表示しながら、チャット
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のような感覚でコミュニケーションが行え
るようになる。
　また、『AutoCAD ２０１４』は仮想環
境でも快適に利用できる。『AutoCAD 

２０１３』からシトリックス社の『XenApp』
に対応し、『AutoCAD ２０１４』では新た
に『XenDesktop』もサポート。Windows 

XPからの移行を機会にユーザ企業の関
心も高まっている。
　さらにサブスクリプションに加入すること
で、より多くの特典が得られる。一つ目は、
契約期間中に最新版へ無償でアップグ
レードできること。二つ目は、『Autodesk 

３６０』の活用範囲が広がること。スト
レージ容量が５GBから２５GBへ増量さ
れ、レンダリングやシミュレーションといっ
た多彩なサービスを利用できる。特に
『Autodesk ３６０ Rendering』は、光の
反射などをリアルに再現したレンダリング
画像を迅速に生成でき、その間、PC上で
ほかの作業を進められるので生産性アッ
プに貢献するだろう。三つ目は、柔軟なラ
イセンスを利用できること。旧バージョンと
新バージョンの併用や会社と自宅の併用
などが可能になる。そして四つ目は、Web

経由で製品に関する技術サポートが受け
られることである。
　さらに有償のアドバンスサポートを追加
で契約すると、電話やリモートアクセスに
よるインストールに関する問い合わせやト
ラブルシューティング、Webキャストによる
オンラインセミナーなどが受けられるよう
になる。
　最後にまとめとして、Windows XPのマ
イグレーションは、パートナー様にとってビ
ジネスチャンスであり、オートデスク製品の
アップグレードやPCのリプレース、さらに
サブスクリプションやアドバンスサポートの
提案を同時に行うことで売上アップに寄

与すると強調した。

３Dプリンティングの活用で 
お客様のものづくりを変革

　３Dプリンティングに関するセミナーで
は、３Dデータを活用したデジタルファブリ
ケーションを実現する手段として３Dプリン
タを導入する企業が増えていると指摘。
その理由の一つは、コストが安いこと。３
Dプリンタの中には６万円程で購入できる
ものもある。また、通常のプリンタ同様に
PCにつなげるだけで出力できるため、製
造ノウハウも不要。さらに静音で安全性
が高く、通常のオフィスの１００Vの電源で
使用できる。その一方でどんな形状にも
対応できるといった優れた特徴がある。
そのため、すでにさまざまな分野で効果
的に活用されている。
　例えば、医療分野では、ドイツの研究
所が人工血管を作製した事例もある。自
動車や航空機産業では、精密部品の試
作品を３Dプリンタで作製し、試作品の製
作コストや期間を大幅に削減することに
成功している。同様に、シューズメーカー
も３Dプリンタを用いた試作品づくりに着
手し、これまで専任の技術者によって４週
間かかっていたものをわずか１日で実現
するなど、目に見える成果を上げている。
　実際に３Dプリンティングを行うために

は、３Dプリンタ用のSTLファイルを用意す
る必要があるが、『AutoCAD』などのオー
トデスク製品には、生成した３Dデータを
STLファイル形式に保存できる機能が実
装されているので、導入したその日から
実行できる。
　特に推奨製品は、『AutoCAD ２０１４』
『AutoCAD Design Suite Premium 

２０１４』『AutoCAD Inventor LT 

S u i t e  ２０１４』の３製品。このうち、
『A u t o C A D ２０１４』は、自由な発
想で柔軟な形状作製が可能になる。
『AutoCAD Design Suite Premium 

２０１４』は、デザインを重視した３Dプリン
ティングに適している。また『AutoCAD 

Inventor LT Suite ２０１４』は、機械部
品などの３Dプリンティングで優れた能力
を発揮し、『AutoCAD LT』の２Dデータ
を再利用することもできる。
　例えば、『AutoCAD ２０１４』で生成し
た３Dモデルをもとに、３Dプリンタで扇風
機のパーツを作製し、それを組み合わせ
て試作品を製作することも可能だ。その
結果、お客様のものづくりのコストや納期
を大幅に短縮できる。同時にパートナー
様のビジネス領域の拡大にもつながるた
め、上記の３製品を活用した３Dプリンティ
ングの提案を積極的に行ってほしいとア
ピールした。

●3Dプリンティングの活用

デザインや設計をした後すぐに、確認・検証ができる。さまざまな分野での製品開発期間を短縮できる。
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